
　
　

事
業
内
容
は
。

　
　

令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
の
出

生
か
ら
２
歳
の
誕
生
日
ま
で
の
乳
幼

児
を
対
象
と
し
て
い
る
。

　

上
野
台
、
大
井
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
来
所
し
て
も
ら
い
、
子
育
て

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
事
業
を
説
明
し
、

子
ど
も
一
人
当
た
り
５
０
０
０
円
の

給
付
金
を
申
請
し
て
も
ら
う
。　
　

　

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
保
健
セ
ン

タ
ー
な
ど
関
係
機
関
に
つ
な
ぎ
、
伴

走
型
支
援
の
強
化
を
図
る
。

問答

　
　

概
要
は
。

　
　

送
迎
バ
ス
に
置
き
去
り
防
止
装

置
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
、
対
象

施
設
に
補
助
金
を
交
付
す
る
。
市
内

民
間
保
育
施
設
で
は
8
月
末
に
装
置

を
設
置
し
た
。

　

装
置
は
エ
ン
ジ
ン
停
止
後
に
ブ

ザ
ー
が
鳴
り
、
車
内
を
点
検
し
て
ス

イ
ッ
チ
を
切
る
仕
組
み
。
そ
の
後
セ

ン
サ
ー
が
稼
働
し
、
中
に
人
が
い
る

と
警
報
が
鳴
る
。

　
　

児
童
発
育
・
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
で
の
対
応
は
。

　
　

ま
ず
、
朝
礼
で
運
転
手
は
同
乗

す
る
保
育
士
と
、
乗
車
予
定
の
園
児

を
確
認
す
る
。
乗
車
時
は
園
児
が
挨

拶
す
る
と
き
に
確
認
し
て
い
る
。

　

降
車
時
は
保
育
士
が
一
人
ず
つ

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
外
し
、
降
車
し
た

こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
運
転
手
は

送
迎
後
、
す
ぐ
に
車
内
の
確
認
と
清

掃
を
行
う
。

問答問答 　
送
迎
バ
ス
の
置
き
去
り
防
止
装
置
の
設
置
義
務
化
に
伴
い
、
民
間
保
育

園
の
バ
ス
７
台
と
、
市
の
児
童
発
育
・
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
バ
ス
３
台

分
の
補
助
金
が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

保
育
園
バ
ス
置
き
去
り
事
故
を
教
訓
に

幼
児
教
育
・
保
育
施
設
運
営
支
援
事
業
ほ
か

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
対
策
事
業

伴
走
型
子
育
て
支
援
の
充
実

　
は
じ
め
て
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
事
業
で
は
、
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
行
う
た
め
、
初
め
て
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
来
所
し
た
子
育
て
世
帯

に
対
し
て
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　人の目でチェックするのが基本です。
同乗の保育士と運転手で手順を決めて確
認しています。子どもたちも、万が一取
り残されたときのために車内の緊急ボタ
ンを押す練習をしています。
　今まで事故はありませんでしたが、も

し起こるとしたら担当が変わって慣れない人が同乗す
るときでしょうか。そのようなことのないよう、マニュ
アルを確認し、しっかりと引継ぎをしています。
� 民間保育園バス運行責任者　藤

ふじ
田
た
 雄
ゆう
介
すけ
さん

わたしもひと言

　ふじみ野市に越してきて３年半になりま
す。２歳９か月と０歳の子育て中で、市報
の子育て支援のページを良く見て利用して
います。親子で楽しめる場がたくさんあっ
て、ふじみ野市は子育て支援が充実してい
ると思います。

　コロナ禍での出産だったのですが、子育て支援センターが開い
ていて、子育ての悩みも相談しやすく、歩いて行ける範囲に親子
で集える場があって本当にありがたかったです。
上野台子育て支援センター利用者　吉

よし
野
の
直
なお
子
こ
さんと２人のお子さん、所長の細

ほそ
田
だ
春
はる
恵
え
さん

わたしもひと言
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